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理骨を包埋していた。病理組織においては、処理骨表面に破骨細胞様細胞を認め、新生骨の形成も明らかであ
った。12週後では処理骨は母床と癒合していた。しかし、Ｃ群では、処理骨がそのまま変化なく繊維性組織に
包まれて残存しており、接合部は12週経過しても癒合していなかった。力学試験においてA群は、正常骨と同等
の強度であった。結論としては、生物活性を失った熱処理骨にpolymer/β-TCPを薬物伝達系（DDS）としたBMP
を塗布する事で骨誘導能を付加することが可能で骨再生が可能であった。処理骨のremodelingを認め、また充
分な強度を獲得していた事により、同手技は、悪性骨腫瘍切除術後再建法として臨床応用が期待される。本研
究結果は骨腫瘍切除後の新しい再建方法の可能性を示唆し、さらに研究を推進すれば臨床応用が可能であると
考えられる。よって本論文は博士（医学）の称号を授与するに値するものであると判定された。 
